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労使関係国際比較研究

. る学生諸君の多くは，経済学部あるいは商学部を卒業して就職するわけですが，この場合,この種 

の学問が，どのように諸君にとって意味づけられるかということです。私は 1 つのまだ十分に確宠 

されてない学問の領域について，形成確立への困難な努力について話を続けたわけですが，諸君は 

今後ますます多様化して，複雑になっていく社会にでていった場合に，単一の視点にたった学問だ 

けでは，社会の変化に対して洞察力ももちえないことになりましょう。身につけた学問を中心とし 

て，関連分野に対する理解を進めていぐととが必要ですd そして非常に変化の激しい社会にあづて， 

いいことだと思っていたら惡い結果がでてぐるというような変転きわまりなI 、事態に直面すると思 

いま十。 この場合に，いまいったようなインターディシプリナリなアプローチが諸君の人生のコー 

スを決定するためになんらか応用できるだろうということが1 つであります。

最後にさきほど中鉢教授のご紹介にあった産業研究所でありますが，産業研究所は産業労働問題， 

あるいは私がお話ししたような労使関係の多部門研究，あるいは総合研究を発展させて行こうとい 

う目的で設立されましだ。設立者は塾ですが，これにいちばん大きな力を尽くされた藤林歡三教授 

は, 上の目的の達成を非常に強く望んでおられました。藤林先生は亡ぐなられましたけれども，現在， 

産業研究所は残っております。私も塾を去りますけれども, この産業研究所というものが,単に労使 

関係贮局限されない， 日本の実証的な社会研究,社会科学研究の名ンタ一として発展することを望 

んでいます。研究所は現在まで地味ではありますが，多ぐの成果を上げてきています。国際交流の 

場として，部門研究の多くの成果を上げています。特に経済学の視点からすれば,労働市場の研究に 

は特に優れたものがあります。たとえば，総合的立場からの賃金決淀機構に対する佐野陽子さんた 

ちの研究は非常に高く評価されております6 もちろん，わが国に.おいて非常に新b い試みでありま 

すだけに, いろんな問題はあると思いますが，これをあえて押し切って,ある種の研究をどんどん 

進めているのを心強く思っています。 :
ごのほか, • 労働法学の立場からも，産業社会学の立場からも，あるいは，社会心理学の立場から 

も多くの研究が，研究所の場で進められています。最近では，経済学，社会学の立場から，企業レ 

ベルの国際比較研究が進められています。受託調査のようなことだけにあまり熱中しないで,いま 

までの実績をさらに大きくしていくことを期待しています。

以上は労使関係の多部門間研究, 比較研究とある程度関連する身辺のこと.ですが，最終講義の結 

びとして諸君の記憶にとどめて貨いたいのであります。

諸嵙は塾の経済学部， るいは商学部の卒業生として間もなく社会で活動されることになります 

が，塾の繁栄のために，キャンパスのいろいろな事情に対して，物心両面からの協力と援助を提供さ. 
れるよう，キャンパスを去る一人として，私からも諸君に訴えたいのであります。

-  (経済学部前教授）
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川 田 寿 君 と 私

—— 若 き 日 の 思 い 出 ——

伊 東 岱 吉

私が川田君をはじめて識ったのは, ）兰田山上の新館（今の新研究室のあるところ）の図書館よりの' 
一番奥の教室であった。それは慶応義塾大学社会科学研究会（r社研乃の席上であった。われわれ 

は机をコの字型に並べ. その中央に先生の椅子がおかれていた。；昭和 3 年の新学期の頃と思うがへ. 
いっも出てくる金原賢之助先生に代って，背のひく〜、労働者を思わせる肩幅のひろい藤林敬三先生 

(当時助手）がその椅子にっかれ， マづいて， 鋒(山の着物に袴を着け眼射しの鋭い大きな身体の異 

様な風貌の人がその隣りに坐った。私は社研というものを未だ余り知らなかったので，川田君がとン 

こか他所から来た先生だと思った。貫録という言寒があるが川田先生は藤林先生よりはるかに貫録 

があった。その日の.テキストはマルクスの「賃労働と資本」であった。 リポートと質疑討論が進む。 

学生のわからないところは先生に質問する。藤林先生の答えは真面目ではあったが余り説得的でな 

く， 何回も質疑がぐりかえされる。学生が，「では川田さん願います」と. V)うと，. ぶ . P田舎窜隹風 

の人は立て板に水を流すような調子で，_ に明棒に答えてぐれるの:，あった。私丨t 川田君が’ 学生：

運動のために予科時代2 年もおくれ，私たちと同.学年の本科1年の学生であ？>.とは夢にも居、ゎなか
’ \ . 

った。' .  '

私はえらい先生がある.ものだと馬っブこ。それまで大学の講義に興味もわかず，先生にも殆タど信 

頼感を失ハていた私は，川田君が豊富な事例と明快な理論的分析，しかもマルクスに関する詳細な 

考 証 （藤林先生にはこの点であ. たらなかった)...の上での.説明を聞くと，はじめて納得か仔き，' 感激か . 
澳いてきた。約 2 時 間 の 「社研」の研究会の時間が私にとっては，生まれてはじめてめように思わ 

れる充実した深さをもった時間であった。 ■
その頃私は, これから成長し，はいって行く日本の社会，さらには資本•主義社会にっいて，深い 

疑問をもっていた。この疑問は, 深川の製材工場主わ子として生まれ，職工の子供と交わり，世の中: 
の差別というものに小学生袷代から問題を感じ，「忠君愛国」主義の父に質問すると厂日頃ば「正

—— 11(365) —
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直J を第一義とし，「勤勉カ行」を文字通り実行してきた尊敬する父が， 世の中の話となると， ど 

うも私9 納得の行かぬ返事しかせず, 問いつめると「商売はまた別だ，理屈通りにはいかないJ と 

答えられることで，どうにも解決できぬものがあった。普通部M入っズ^ ら兄の影響もあり，やた 

らに西欧の文学や小説を，わからずながら読むようになり，関東大震災 (大正12年，1923年）のとき 

私は普通部（中学） 3 年生であったが，朝_ 人虐殺承伴；龟戸事件，大杉栄夫妻事件 (甘柏大尉事件) 
などを見聞するに及んで，私 に は 「社会の虚偽とは何か」という問題を考えつめるようなくせがで 

きてしまづた。今は戦炎で焼失したが， 当時，「作文日記」 のような原稿用紙風の日記帳が発売さ 

れており，私はこれを買って，いろいろ考えたことを書き，予科時代にはこれが十数冊にもなった 

ものである。普通部の4 年のとき，日頃考えてきたことを普通部弁論大会で発表してメダルをもら 

った思い出もある。卜社会の虚偽とは何か」の疑問はやがて， 予科時代に， ドストエフスキーから 

ト々ストイ，そしてロマン • ローランのrジャン • クリストフj に至って，光明を見出した思いが 

した。だが，科学的裏づけ，何かしっかりした学問的体系はないものか，と思っているところに， 

マルク夂が規われた。マノレクスぼ予科3寧き時，小泉信兰先生の講義を盗聴するととによ々で蝕発 

ざれたも6 であった。その夏，高腐秦之訳の「資本論」をリュックサックにづめて十和甶湖近くの 

：! 溫泉fc畚通部以来の親友，茨城県古河の船江豊主郎君（当時穎己君) と 1 力月にわたって泊り込 

み;わからずながらも猛烈に勉強してみたものであった。小説などでヒントを得だことが，どうも 

マルクスには，社会科学として展開されているらしい，むずかしいがこれを自分のものにしなけれ 

•ばなちない，どいうめが当時の心境であった。

そめ頃であったか，ごれも普通部以籴の同輯友人であるがv 伊東祐政君が_ 宅に来いと誘う, 同 

君© 家は西大久保にあって，父は佐賀藩出身の車人で，•田中義一将軍ど大陸政策セ対立して退役し 

ブこ入というととであった/ かれは質素な象風が私と似て；普逋都4 年の頃，ぜいたくになづた級友 

.が，30銭の弁当や15銭の今ンドゥィッチを予約し, それが教室の廊卞の窓6 わ|■につけられた置き 

.場に積全れ:る, といった情景め中で，家がらブルミめ弁当を持参するという点で私左同類であづた。 

普通部 4 年の国諶の.教師を担当された横山童先生が，「天の岩戸」は伝説だ,歴代天皇の歌の中にも良 

いものと惡いものがある，などと，真実を語ることが, • 当時の少年にはわからず，国体教育の固宠 

. 観念を植えつけられた大部分の者が，これに皮撥して，普’通部では珍しい教師排斥運A に発展した 

.とき，ただ 1 人，，クロポトキンの話を持ち出してクラスの決議に反対したのも伊東祐政君であった。

その祐政君は僕に目をつけ自宅に誘って，当時のマルクス主義の女献を貨してくれる。私はマル 

クシズムについての小康先也流の反論をする。祐政君は援軍をたのんで，普通部1 年先!栽の山！:丨弥 

S 郎君宅，僕をつれて行く。た•しか予科3 年の冬の日であったと思うが，私は山ロ君め家の2 階の, 
銷子戸に冬の日射しの入る静かな日の午後, 山ロ君のおちついた， じゅんじゅんと説く議論にだん 

尨ん引き込まれて行くのであった。祐政君も山ロ君も慶大社研の有力メンバーであった。
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こうして取は，当時全囯的に国家の弾庄下にあった「社研J に入会することとなった。昭和3 年 

の春，本科 1 年になったばかりの頃であったと思う。

(註） 当時の大学は予科3年, 本科3 年の6 年制で，普通部（中学）は5年制であったゲ, 4年かち大学に 

進学することが許されており，大部分の普通部生ゆ4年から予科1年に進んだ。したがって昭和3年 4 
月私が本科1年になったときは漓19歳セあった。 .

,  ̂ パ . . . , . . . ' ■  . - , ..... : :
あとになってわかったことであるが，私が入会した当時め襃大社研は, 例の昭和3 年 3 月I5日の 

日本共産党員大検挙（3 • 15事件）の余波で，その中心人物のうちの実践運_ に関係していた人々の

大部分が検蔡されてしまったところであった。そして全国的に社研は当局の方針でその禁止;が一斉' ' • > .... * . . . .  '.
に進められていた。義塾にお;いても串局から解散の申入れがあったが，当時の林塾長は文部大臣に 

対して， 「自由こそ鲁進学生を無力な少数派に局限できる手段である」 という考え方から義塾の伝 

辨の自由の方針を一貫すると述べ，荃国で異例の社研の存続となった（川田寿「思い出に残る三田の 

人 j々 彐田評論，マ1年 6 月号)〜

存続とはなったが，それまで会長であった加田哲ニ教授が会長を辞められ頭倒な社研を引翁受 

けてくれる先生がない。会長がなければ自然消滅となる。小泉信三先生は，学内における学問研究 

は自由であるが，苹命を志向する実践運動は学籍を離れて行なうべきものだ，この原則を承認すれ, 
ば会長を推薦するということで，ようやく金原賢之助助教授が会長となった。，， '

私がはじめて社研に出席したときは金原先生はコの,字型に並べた学生席の一端に坐り丨学生の労

働価値説に関する討論には無関心の風で何かメモを書いており，たまた.ま隣に坐った私が,何を書■ '■ ( • . . . . . . . .  .
いているのかとみると，画ら.しきもの0 いたずら書きをしていた。そして学举の議論がモタついて

, » 圓 . .  . . •  r ■

きた頃， やはりこれを聞いていたものとみえて，「海底に沈んだ金の価値はどうなるのですか」 と 

突然発言してニヤリと笑うという風であった。' . へ へ ' . v
はじめに述べた川田君との出会いは，こういう社研の例会が何回かつづいたの今のことで，当時 

最も社研や思想学生に温も、思いやりのあった三辺金蔵先生の弟子の藤林先生が金原先生の代りに出 

席L た日のことで.あったのである。

例会がおわって教室を出るとき，その日はじめて出席-していた瘦せて背の高い文士のような風貌 

をした年上の学生に紹介された:。 川田君とは一見正反対め祌経質そうな白皙の面長の美男子セ， 

「僕も大豳だから一緒にf e ろう」というととになった。中村清助君であった。国甯の大森駅を下りて， 

池上に通ずる賑やかな道を相当あるいて馬达村. （当時は村セあった）の谷中に乂る道（現在は環状々号 

線が通って昔め面影は全くない）を右に折れると， 谷中から流れてくる小川の橋にかかる’。橋のたも 

と ヒ 「出家どその弟子J で知られた倉田亩三め 小̂ぎれいな家がある。そのちょっと先きの小さな借 

家が並ぶ間を右へ少し入ったところに中村君の下宿があった。 「ちょっと寄っていかないか丄と誘 

われるままに玄関わきのかれの四畳半匕上り込む。日はもう暮れてしまっセ, いかにもわび以、夕 

ベであった。そこへ下宿のおばさんがお茶をもってきてぐれる。.玄関には学生らしい人今のはきも
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のが乱雑に散らかっ十いる。だんだんわがったことだが, 中村君たち何人かでこの家を借りており， 

慶応の学生だけでなく東大（帝大）生もおり， さっきのおばさんは共同で雇っているとのことであ 

った。社研の議論のっづきを中村君とすると，丨中村君は実によぐできる。一見近づきにくいようだ 

ったが, こうして話じてみ名と博識で，しかも知ったかぶりをせず，かけだしの自分が恥ずかしく 

なるような奥行きのある人で，笑い方が淋しげで温い。すっかり親しくなって家に帰った。私の家 

はそれからしばらく行ったどころの丘の上にあった。

当時の社研のメンハ一か何名であったか疋確にはわからないが，.今でも懐しくその名を思い出せ 

る人はI5名に及ぶ。その中の一部は実践運動に参加せず，過半数は何等がの形で関係していたと思 

われる。それも共産青年同盟に加入しているもの, 「無産者新聞」 の配布を専ら担当しているもの， 

学生社会科学連合（「学速J ) の運動をしているもの，東京市電の労働組合など労働組，合運動に参加 

しているもめなど，いちいろであり，戦術的r も弾皮がきび、しいので,.一種の分業も行なわれてい

たらしい。治安維持法下の警察の取締りは戦後の今日セは想像もっかぬほどきびしいもの¥ あった
• • .

がら, 学生の運動家の警戒心と対応策もきびしいもので，社研で勉強だけしていた私達にはその組

織などはほとんどわからなかった。
. - 
あとでわかったことであるが，川田君は「学速」の指導者，組織者（オルグ）であった。 大正14

年 1 月全国の社研速合会の集会が京都大学で開かれ，労働者教育などの方針が討讓されたときくが， 

野呂泶太郎氏はじめその中心指導者が検拳され， 初の治安維持法の発動で各大学の「ケルソj (中 

核人物）38名が起訴されるという事件（京大学生事件，「学連事件」）があった。川田君はこの強庄で潰 

減に瀕した全国組織を苒建するために，京大の宇都宮德馬氏や東大の畜藤，堅山などのi t氏ととも 

に活動していたときいている’。 ’

ノ細君は用心してか，中村君たちの「ア ル に は 同 居 せ ず ，馬込村の谷中の下宿に1 人でいた 

とのことであるが，私には，その後ずいぶん親しくなってからも，かれの住所はわからなかった。 

•突然現われ突然消えるという風であった。

私たち普通部からきた仲間は大森の友人宅(父が会社社長で大邸宅であった) にしばしば集まり，テ 

ニスをしたり，ボグシングをしたり，ときには大森海岸に遠征して飲んだりして，頗る愉快な集り 

を作っていた。これをいっともなく 「大森クラブ」と呼ぶようになったが, 川田君もしばしは:ここ 

に現われ, むずかしい話は少しもしないで皆と一緒に遊んだ。はじめは左翼の大物ということで铽 

味惡がっていた仲間も, いっしかかれの田夫子然たる飾らぬ明るい人問性にひかれて警戒心を解き, 
クラブのメンバーに数えるようになった。大森クラブの仲間にも社会運動や社会主義への関心はあ 

る。親しぐなると逆に川田君にこのような問題について質問をはじめる。川田君は実に•よく問題を 

消化しているので，その話にひとりでに皆はひき込まれてしまう。どこでいっ勉強す苓のか，当吵 

のゾ速やドイツの運動についても，まるで囟分が見てきたように坐き生きと話す。ペルリンのロー

U{868)
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テ • ファマネの話など余りに皆を感激させた:ので， 「川田の赤色講談」 ，といってあと■あとまでも語 

りつがれるとV.、.った具合であったo ■: •
本科2 缶 （昭和5年め1 月即の学年末試珍が近づいた頃であった。川田寧は日興大学に出席して 

ぃ な い ゝ 「伊東君， 君のノ一 トを貨してくれないか」とぃう。「ょろしぃ」, ということ,で貨すと， 

かれはこれを写すのではなく，踅車の中やその他の暇をみX は読んで覚えるだけであった。つぎつ ’ 
ぎに貸す々実に几帳面に約束の時と所でかえしてくれる。いつも大変忙しそうに，つぎのノー トを 

渡すと，「では失敬」といって去って行く。 街路上で渡したこともあれば， 私の家の裏口で渡した 

こともある9 ある夜, 「チャップマンの>経 済 原 論 （プルフレッド.マ一シャルの弟子で当時英文の原書 

を教科書に使用していた）を中村君の家で皆に講義してくれないか山というので， 行くと数名の社 

研の仲間もきており, 「皆峄とんど諫令でいな.いから，.要点奪て啤でケ%  .ぐ説明しろ」とぃう。 2,
3 時間もかかったか, 基本点だけをまとめて話す，と皆がイ— トをとる。‘隣りの部屋では名も知らぬ 

敬名© 東大生が,黙々と宣伝ビラのガ  >版を刷ってい: '  小さい火鉢だけで，夜が更けると寒さが 

しんしんとひざから腰にしみ込んでくる。； ： ぃ . . ,
あとでわかったことであるが， ごの学年末試験の成績表を教務でもらって，アメリカの川珥君に 

送るとき，これをみて驚いた。私からノー トを借りて忙しい運動の合間に読んだだけで試験を受け 

た川田君の成績がほとんどA であったので、ある。私は9 ちに.レ一ニンの伝記を読んで，かれの優れ 

た著作の相当部分が革命運動で東奔西走する列車,の中やかくれ家で書かれたとい5 ことを知り，川 ， 

:田君のことを想い出.した。’ . . •，へ. ；- • >
その頃の学年末試験はたしか3 月初め頃行なわれたように思うが，試験が半ば以上進んだある.日 

のことである。金原賢之助先生の金融論の試験が現在の第1 号館の敷地に;.あった木造建て校舎の2 
階で行なわれていた。試験がはじまってしばらくすると金原先生が入づてきて出席簿を読み上げる。 

謊みおわってi : 「だれか呼ばれなかったA はいませんか」 と先生がi いうと， 呑気な普通部の仲間 

(今は社長さん) が立って先生のところに行き，**私は呼ばれませかでした」という。「君は履修屆今 

出さなかったんではないですか」 .と先生にきかれると， かれは胸をはって「金原先生に出しまし 

た I と答えたので満場大笑いに^:っtこ。-一度も出席していなかっテこのでv 金原先生の顔を知らなか 

ったの.マある。

川FH君は僕の前に坐o ていね。その川田君がいつもと違って妙にソワソワしながら，廊下の硝子 

窓の方をみる。たしかに廊下には複数の背広をきた人の姿がみえる。当 時 「差入れ」と称する巧妙 

な力 .シニソグが流行して，.教務課員の試驗監督が羅板に問題を書いている間とか，备案用辑を配っ 

ている間とがに，ノうまく余分の答案用紙をとり, 問題を書いて，廊下にいる仲間に寧から渡す。そ 

の共犯者は三田逋りの喫茶店あたりで答案を作成し,鐘が鳴って学生が一齊に立って教壇に殺到す 

る混雑にまぎれて教室に入り, 答案を提出する, という方式であった。教務がこ戎に気づV、て，答 
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川田寿君と赵

案に特殊なゴム印を押すと，このゴム印を兰田の判屋にたのんで即席に作らせたりしてその裏をか 

くといった具合で，学校当局はホトホト手を焼いていた。私は迂濶にも_ 下の人影は「差入れj の 

学生力Vあるいはこれを防ごうとする教務課員かと思って気にも止めなかった。

鐘が鳴ってドャドャと学生が立ち上り教室を出てみると， いつも i コニコ笑って， r今日の試験 

はとうだった」と話しかける川田君の姿が見えない。おがしいなと思って友人に聞いても，だれも 

川田君をみたものはいない。私の胸に不吉な予感がひろがった。帰り道用心しながら中村君たちの 

家へはいる道をのぞくと, あれが刑事だったか，と思われS 風体の男が1 人， 2 人，何気ない風で 

立っている。とうとうやってきたな，と思って帰ったが，川田君はどうしたのだろうか，というて 

とが気になって心が騷ぐ。

. 数日あとのことであるr 私は風B が好きで毎日はいりたい。とこちがわが家は儉約のた^)毎日は 

風吕を焚かない。そういう日は各中の銭湯に行く。午後 3 時頃空いている風呂にひとりでっかって 

いる気持は何ともいえない。ところがその日は近くの植木崑か駕職人か2 人の男が:入っできて声高 

に話している。聞くともなく聞いていると， 1 人が得意になって，共産党の捕物をみた話をしてい 

る。何でも私の家に来る坂の下の新しい家ができたところで，逃げた男は追いつめられて他所の家 

の庭を走り，かき根をこえてつぎの家の庭にはいったところを捕ったんだが，かけつけてみると大 

きな男が小さい男の上に馬乘りになっている。とゝちらが刑事かわからない。下の小さい男が上の奴 

が犯人だというと，上の大きい男は下め奴を犯人，だという。人相からみると上の方が良い。どちら 

が犯人かわからなくて困った，というのである。人相のよい方が川田君だったのである。

瓦

この換挙で慶大社研も事実上潰滅しも。実践運 動 汰 B なかったメンバーが残っているから再開 

しようという話もあり，その試:みもなされたが, アクテ；( .プ * ンンバ.一を失った社研は火が消えた 

ようで永続きはしなかづた。これより先き，■川田君の政治的_ 断による示唆もあり，私たち普通部 

出身者を中心に「慶應義塾大学金融研究会j というものが昭和4 年の初裒に発足していた。この会 

は面肉いことに, 全ぐ自然発生的に成立したものであった。大森クラヅとは別の，伊東祐政君たち 

のグループが三田®りがらちよっとはいづた裏通りの洋服屋の2 階を 1室借りて，かれらの溜り場 

にしていた。 ’ ハ

その頃の日本の社会経済情勢を思い起すと，昭和 2 年には金融恐慌があり，昭和 5年 1 月11日には 

「金解禁」（金本位啦j復帰) が行なわれ, 前牢の10月二ュ一ヨークの:ウォール街の株式大暴落からは 

じまった世界大恐慌が日本にも波及し，時機を誤った日本€>金本位制復帰,しかも平価を切下げて 

行なえという批判を押えて旧平伽で金解禁を行なっ，たデフ:レ効采も加，わって，恐慌の惨状は因に余
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るものがあった。とくに朿北農村め疲弊はひどく，借金のかたに娘が売られる例は枚拳にいとまが 

ない，という有様であった？ 3 月には株式の:六暴落があり，失業者は巷に満ち，慶大卒業生も過半 

数が就職できず，保険の外交員や親類縁者の中小企業に行くという始末であった。

話は少し前後するが，伊東祐政君め発案で, かれらのグループも，叼和2 年の金融恐慌以来の日 

本経済の深刻な実情を目のあたりr みて，睡局経済の勉強をしよ.うということ丨こなった。私も4 れ 

に参加した。大学の講義でこのような問題に生き生きと答えてぐれる先生はほとんどなかった。モ • 
こで新聞の経済面ぐらいはよくわかるようになろうということで，はじめは昼休み, 洋服屋の2 階 

の部屋で弁当を一緒に食べ「経済記事の基礎知識」的な解説物の共同勉強耷はじめた。. はじめは5 ，

6 人であったが, 伝え聞いて秦まるものが次第にふえ, ノ解説物だけではあきたらない，もっとしっ 

がりしたものを読もうとV、うことになり，■レーニン.の 「帝国主義論j の読書会となり，時間も相当

かけるようになり，これを終るとヒルファーディンダの金融資本論がよいが，これはむずかしすぎ• • * . . . . . . . .
るから, 猪股津南雄「金融資本論」 (改造文庫)を読もう, ということ：になった。その頃には大森グ 

ラブの仲間も合流し，集まるもめは益々ふえて借り.た_ 舨屋の2 階の部崖には；いりきれがぐなろた。 

そこで，ひとつ教室を借りようということになり， 学校に交渉すると，「塾め先生が舍長となみた 

会でなければ資せない」という。それでは思いきって会を作ろうということにならて， 会 の 名 を : 
r金融研究会j と決め, 向井鹿松先生に会長をお願いにf  くと， 先生は大層乗り気で早速引き受げ 

てくれた。宣伝のうまいもの， 金集めの得意なものもあグて，「金戰研究♦」発会式を60〜70人入 

れる攀室でやったところ満員の盛況となり，私たちが発起人と,して役員になったが，例会にも熱心

に出てきて議—をする見知らぬ学生も少なくないので，虚次かれらにも役をふりわけ， 学年も 上
• - > • ¥

と卞へとひろがって行った。当時第一銀行の頭取で学問ずきの明石照夫氏，日銀の柳沼調查局長,： 

その他も頼むとよろこんで来て話をしてぐれる。かかる財界の名主を呼んで'きて信頼される纱な手 

腕をもった仲間もいて益々盛んになった。翌年には.三田の大教窒蚤i昔りて「也*界恐慌」 の展示会  

(今日の三田祭のゼミ発表のようなもの）女やっだとこも大評判そ，■塾の先生のみならず桌大め夭内兵 

衛先生やその他有名な方々も_ にきてくれ，激励され，千倉書房の社長が来て自分のところで出版. - 
してはどうかとい5 話まセ出和:。寄附をとったり，財#名士め信賴を得たりす名ことの妙羊をもっ 

た仲間というのは吉田寛君（膂禅萍以来9 同窓で最近までの日大経済学部長) で，かれは万事積極的で， 

丸善からp 告をとり， 当時の千代田生命本社（京橘）o 1 階の広間を借り， ここで再び展覧舍を哪 

くという派手なことまでやった。その縁で，丸善かち「恐慌と世界経済」 (昭和ア年）という大部のク'
ロース張りの立派な本を学生会員の手で出すことになったん•とc.ろが朝日新丨对がこの本のブック.■ ■ . . .
レビューを相当大きく紙而奄.さいてやってぐれたよに, 学也の会を丨HJ違えで慶応大学経済学部の若 

手教授速の力作などと竣めてくれたものでもったa 、 ：

金融研究会の傾向にあきたらぬ左よりの学生たちが私たちが卒業した年: (昭和6 ¥ ) に日本：資本 :



川田寿君と私

主義の研究をするために作ったのが「慶應義塾大学日本経済事情研究会」であり，ここの学生たち 

は，昭和 8 年には改造社の経済学全集の第63巻 「日本戦時経済論:]を刊行した私は両方の研 

. 究会に関係しており， 何れの出版にも執筆をした。 商学部教授の小竹豊治君， 森五郎君， 高等部 

で戦時まで教職にあった船江豊三郎君，経済学部で先年まで世界経済論の講義を担当していた外務 

省の河合俊兰君, N H K でおなじみの福良俊之君たち，学問や研究， ジャーナリズムで活躍するよ 

うになった人々は，当時の何れかの研究会6 仲間であり，小池基之経済学部教授も私とともに日本

経済事情研究会のテューターのような役をしていた。
'， . . . . . .  • _

(註） 当時改造社の経済学全集は相当権威あるものとされ， 1冊 1 円の「円本」ではあった:が, この「日本 

経済論」は1万部も売れて研究会には印税が1千円（当時としては小さい家が建っ貨幣価値）も入った。 

われわれは研究会員のみならず「金研」の仲間も呼び，関係の諸先生方も招いて銀座の牛鍋屋（「松喜j) 
で盛大な出版祝賀会を開いた。その費用は僅か100円余りであった。

日本経済事情研究会は伊藤莠ー教授を会長とし七創立された。同教授は熟の経済学部では当時珍らしい 

マルクス経済学の本格的研究者であったがし昭和9 年若くして亡くなられ，つぎの会長は藤林敬三教授， 

同教授も間もなぐ一兵卒として応召，中支に出征され，最後の会長は後年NHK会長として活躍された永 

田清教授であった。三教授ともいまは故人となられてしまった。この会も当初は研究中心の燊まりであっ 

たが後继者の学生の中に前の「社研」と同じような実践運動を行なうものが現われ，いわば社研の再版の 

ようになった。昭和13年11月戦争はいよいよ拡大し, 思想取締りもいよいよきびしくなった頃，「京浜共 

產党苒建運動j の関係とかの嫌疑で会員中の相当数が検挙され，当時の小泉信三塾長は文部大から塾の 

左翼分子処分を迫られて苦慮された。学生の中で，最も中心的であった松沢元典君はついに拘留中に死 

亡ずるという，犠牲者まで出すに至った。

話は前に戻るが，社研の検挙があって，相当経ってから，大森駅から池上に通ずる道の，とある 

小さな古本屋にマルクス，エンゲルス， レーニンの著作，それも禪訳のみでなくドイツ語の原本， 

さらには当時入手し難い各種の左翼文®t パンフレット類が，書棚にズラリと並んでいた。時々は 

いる店で，とんなにまとまって左翼文献が一斉に並べられたのをはじめてみた私は,オヤッと思っ 

てその2 ,  3 冊を手にとって見ると，何と H. K aw adaとサインがしてあり，その他中村君の下宿 

で見せられた懐しいものばかりである。中村君の下宿では問題になりそうな本は箱に入れて，あげ 

ぶたの下などにかくしてあった。警察の手入れのときに家宅捜索が徹底的に行なわれ,証拠書類と 

して洗いざらい持去られたということは聞いていたが，それらが本人に戻されず，刑事たちの小遣 

いかせぎに古本屋に売られていたのである。私は早速家に帰って父にたのみ幾許かの金を手にして, 
H, Kawadaの署名のある原書をはじめ， 友人たちが苦労して買い集めたであろう本の主なものを 

負い求めて帰った。多くの友人たちは釈放さ,れていたが，川田君だけは未だ釈放きれていなかった。 

私は川田君の懐しい署名入りの原書をひもときながら，かれの安否を思った。

そのうち初夏の日射しがまぶしい季節になった。 「川田君が釈放されて鄉里の家に帰された。ひ 

どい拷問をうけてすっかりやつれている上に脚気になって身体がむくんで療養中だj というニュー 

スが仲間がら伝えられた。われわれは本科3 年A 組の同じクラスで， クラス委員の選举では川田，
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' 川田寿君と私

伊東祐政と私と3 人が選ばれていた。 授業の合間にグラスの者に川田君の事情を説明し,「かれを 

郷里に見舞いたい。脚気で苦しんでいるから見舞いに夏ミカンをもらて行きたいj とカンパをたの 

，んだ。当時すでにクラスの中には蓑田胸喜氏らの右翼運動「原® 日本J に共鳴してそ;れに参加し't： 
、ぃる学生もあり，その 1 A が屄対論穹迹づ•たが，私と祐瞬君とが学生帽を•もってま，わると大部分の 

•-学生がカンパの金を入れてくれた。 : ，‘：

それは青葉が目にしみるカラリと晴れた日であった。祐政君と私は常磐線の荒川沖駅で汽車を降 

，りた。土浦の手前の小さな田舎の駅で，降りたのg われわれ2 人だけだった。駅にまた刑事らしい 

，人物を見かけた。 しかしこれはわれわれの思い過しだったらしい。ガタガタのバスに乗る。いくつ 

办め部落をすぎて朝日村_ 穀でおりる。川田君の屋敷は年輪を経た_ ：木にかこまれた，' ナきわ目立 

'つ門構えの家で，すぐそれと知れた。鶏が僕等ギ庭に入ると逃げ劈る6 ドシシリした構えの家の土 

糊に入マて声をかけると妹令ん々しぃ人が出てきて，落城弁で家の者を呼ぶb 川田君によく似た， 

人の好さそうな顔をした大きな身体のお母さんが出てくる。案内されて書院に通る。そこへ川田君 

が 「ャアーノよぐきたねj といいながら出て来た。覚悟は，していたが，一目見てアッと驚いた6 川 

i田君の顔はブクブクふくれて形が崩れている。：しかも歩行が自由でなく，柱につかまりながらョタ. 
:ョタしている。辱でゆ当時の拷問め数々と残虐さは_ いていたが，この川田君の変り果てた姿を見 

て私は慄然とした。 i . *  ' ；

川田君は.未だ伖釈取であった。親辑の風見章氏 (茨城県選出代議士で近衛内閣の官房長官，興僚を麼 

:任, 戦後社会棠に属して親中国派であった）の奔走によって仮釈放となっ右とのことである。 广今でも 

:刑事がチ甲クチ3 ク見廻りにくるので，^ こではどうも話が思うようにできない，外へ出よsう」。と 

，川田君が言うので3 人は裏門から田國に出た。川田君は松葉杖を使？てやっくり歩く。田圃をすぎ

う侧の雑木林の丘の中腹に腰をおろす6 「インテリの弱さをこんなに痛感したことはなV、丄t
• . • - • • • ■ • . . _ •

:•静かにいくたびも川EH君がわれわれに言ったことが最.キ印象的で.あっ:た。' . 1, ....
初a < P日射しがぃつの,間にか_ をさえぎられて, 疎林を通して見#せ夺水由には農民が幾組か田 

:植冬女,レてV、る。..‘水墨画奪:見る.よ_うな興景であっ:たが，'..それがいかに.も暗ぃ感...じで，.今も々ザマ.ザ' 
と思ぃ出される。検挙'  拷問, 仲間の自白，等々から話ゆ川田,君が日頃調べてよく知る茨城の亩姓 

.の苦レい労働と坐活の話に移,りヶ当時の暗い日本の姿が，服前の風景を裏づけて，暗ぃ印象が残っ 

ているのかと思う。 ■ .
それからしばらくして川田君は渡米することとなった。風見氏の奔走で，アメリカ：に行くな起

‘訴はしないということになったときいた。大森グラブの連中は川田君の送別をしたいと言いだし，-‘ , • ' - ■ ' ..... ' .
カンパ％集まり， 7 月のキる日, 大森の料亭で送別会が行なわれた，川田君は，予科時代寄宿(柯 

謂寮）していたことのある三&丨の聖坂上の？レンド教会（クエーカー）の親しい牧師の紹介で，先ず.■ I +•- . . ■ぐ ... .• . - ■ I- J J i ..... , ;
:力ンサス• シティに行き，そこの私人宅で皿洗い等の仕辦をしながら， プレンド大学で学ぶという
ぐ’ ' ン ' 、v ' ...ぺ'.し.） ‘ ノ '. "... ; . " . . ...… 、..人，’ .!...‘
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ごとであった。 私は大森クラブの仲間に，「川田君はわれわれ世代の太陽のような存在だった。 i i、

れはブメリカでの苦学にもくじけないであろう。やがてはまた日本にかえってきて貧しい人々のた 

あに活動するに違いない」とあいさつした。私め脳裡にはレーニソや片山潜のことが, あいさづ1> 
ながら浮かん't H 、た。昭和 5 年 7 の末, 大森クラブの•仲間やその他の人々が手をふるのをあとに. 
レて，横浜から貨物船で川田君はアメリカに発った。

. - - V: ' ' • . • ，. . . . . - . :
m -

川甶君は土浦中学の出身であ冬が，中学の高学年の# から社会問題, 思想問題に関心をもってい.： 

たらしい。令兄は京都大学の西田哲学の門下で主木清と同H であり同じ® 想_ 向 の 持 主 で あ 令 i

兄の影響もあったと思うが，慶大予科に進んだ当初は，前^：述べたフレシド教会柯南寮にいて社研' * . .  . .
にも入らず，予科め講義ヒもあきたらず，ひとりいろいろ本を読んでい光ということである。川由:■ ‘ . . . .  .ン

君が社研に入り， そO 方面の運動に熱中しはじめたのは大正15年，予科 3 年め頃からであり，とぐ

• に大正I,4年の京都大学学連拿件の影響が大きく，さらr 先輩野呂栄太郎め思想/ 人_ 双方にわたる.

. ■

影響を大きく受けたとのことである。定年後に川田君が書いたす悤い出に残る三田の人々」（「三®  

評論」i 97i年6月号) によると，柯南寮にいた頃，塾の諸先輩に影響されて，予科生でもりながら高： 

橋誠し郎先生や小泉信三， 阿部秀ー先生等め本料の講蠢を盗聴し， はじめは, ，「キリスト.教に流れ.

る社会思想を中心として，幼稚なy Aらー毺の空想社会主義を構想したりもしたj と書いてI 、る。っ . 
い で 「小泉先生の社会問越め盗聴をはじめ, そどで河上肇博士め論説に興味をもつようになった。 

先生と河上博士を比較し，『社会問題研究:j や 『我等』 などのバックナンバーを集めて読むうちに，， 

いづの間にか小泉先生に反論された人達の説に同_ するようになっていた。」そして野B 栄太離さん 

は 「塾生時代最も尊敬したH 田の入でぁった」として野呂氏のととを書いている。私も病床にある. 
野呂氏め研究に協力した橋本勝彦さん（塾の高等部大正15年第1 回卒業生で，当初は義塾鹵書館員, っい.

, で高等部の先生となったが，終戦直前舎くして病没された) とは, 私が高等部め最初の助手となった頃 . 
んら兄弟のような親しい間柄となったが, 橋本氏を通じて蜉呂さんのこと,私が知る以前め苎田の 

社会思想や運動のととを具体的に教わったものである。 私ば当時, 「理論では野呂，自_セは川田 

とこの2 人をその頃の三田の先達と思っていた。

渡米後川田君は1 年足らずでフレンド大学を卒業し，当時め便りによれば，ガタガタの中古自跳 

难を運転してカンサスからフィラデルフィヤに行き，ペン 'ン/レバニア大学め大学院， ワールトソノ 

スクールに入学，シュルター教授について, 1 年 間 （昭和7 年 6 月）でM A の学泣をとっている。そ
.' ' ■ ' ' 1； , ■■''.； ■ ■ぐ , ' ；' ■ , . 」 ' .

の修士論文は f■白本の銀行集中j というテーマセ, これを書くため0 資料として, 私は三闬の淸水.
’ という古本屋の親しくしていたおやじさんにたのんで. 「明治M政史j (全 8 卷：）を川田君に送っても，

— ~  20 {374) — — 、
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川田寿君と私 : :
:らったことを思い出す。

ペンシルバニア大学を出てからの川田君は，昭和15年12月帰国するまでレストランその他でのア 

，ルパイトをつづけながら，驾時のルーズヴ-ルト政権のニ • ディ一ルにおける労使関係，労働

.経済，労働組合運動を研究していたということである。いかにも川田君らしく，アルバイトをして 

' 、たニューヨークの「国際ホチル • レストラン• コック従業負組合j の非専従組合長に選ばれて 

•労働組合で活動したりしている。 . V
ここに® 白いェピソードがある。昭和10年秋，私が結婚したばかりの頃と思うが,岡崎市の織物 

澗崑の社長,鶴田督亮という方から滞米中の川田君のことで拆入って御相談したいという便りがあ 

った。树のことかと不審に思いながら先方指定の銀座の料亭に行くと，私め父と同年配の,ガッシ 

V した立派な風貌の轵やじさんが待っておられる。 r実は娘の定子と川田君との結婚がニューヨー 

クで既に行なわれたのだが，田舎町のことでだれか正式の仲人を立てて披露をしなければならぬ。 

ついてはあなた御夫妻にお願いできまいか」と.いうことである。私は当時26歳，結婚し7こてのホヤ 

.ホヤで媒酌人とは驚きいった次飨であったが，何よりはじめで聞ぐおめそ、たいニュースで敬愛する 

:川田君のたS であり，それに形式的に披露文に名前を出すだけめととであるから，早速私も漭諾し 

it0 こうして私たち夫婦は川由夫妻の仲人となり， しかもこれが仲人役寒1 号とな:ったのセある。

J丨丨田夫人定子さんゆY W C A の関係でT  メ 5)力に留学中,川田君と親しくなり結ばれることになっ 

たのだが, 帰国後私たち家族と親戚のように親しぐなり,私の息子会人ばしばしば終戦直後の荒川 

:沖の川田家に厄介になり，長男の結婚の仲人を川田夫妻にお願いするということにまでなった。へ 

昭和16年 1 月23日,足かけ12年振りで川田夫妻は帰国した。私たちば胸を;わくわくさせて新橋の：

て第一ホデルのロビーで久しぶりめ再会をした。川田君の顔には渡米中の苦穷のしわが刻まれていた 

:が, 顔色は健康な赤鋼色に光り， ガクシリした身体, # マ塩色になった髪，.「どうみてもこれはア
. ； - . . , ... x . .  . .

ソクル、ドムだね丄と笑ったもめであ‘
川田君は世界経、済調査会の資料課に勤めることになり，尾山台駅 (今目の田園都市線）の近くに新 

:席を見っげ, 当時洗足駅め近くに住む私たち家蔟ともしばU ば行ぎ来して平和な生活を営んでいた。

昭和17年 9 月中旬の日曜田のことである。私たち夫婦は未だヨチぎチ歩ぎの長男をづれ,尾04台 

の畑の中にポツンと2 軒並んで新築された貸家の1 つ，川田君の家を訪ねた。かねて約束していた 

'のに玄関がしまっており，庭をまわって見ても人影がない。どうしたことか，と思っていると隣り . 
の奥さんが出てきて,，「刑2JTさんが何人もきて， お二人とも迪れて行かれましたよ。 あんな设い方 

，たちがどうしたことなんでしょうねj というo 私たち{とも検挙の理由は皆E1わからなかった。全く 

ひどいもので， あとでわかったことであるが， 後世， 「横浜4f件」（「泊寒件」ともいう）と呼ばれた 

もので，肖時の内務省はわが国の時局を批判する言論出版関係の広汎な弾圧方針をきめ，富山県の 

，泊 （とまり）の旅館で行なわれた細川嘉六氏の著書の出版記念会に出席した人々をはじめ，その周辺
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の人々（「中央公論J, r改造J等の編集関係の人々はじめ広沉に及ぶ）をいもづる式に検挙した。そしてそ 

の前から検挙がはじまっていた満鉄関係や大陸帰還者とめ関係をデッチ上げようとしたのであった。. 
川田夫_ は，アメリ力からの帰還者が，川田君がニ A — ヨークで労働組合運動をしていたことをしゃ 

ベったことがきっかけとなり，泊事件との関係がありはしないかとの仮説によって検举されたのだ： 

そうで'ある。この無実のデッチ上げにもとづく検挙襄件と川田夫妻のひどい拷問のことは石川達三： 

の 「風 に そ ぐ 葦 」に相当詳しく扱われている。こうして川田君は終戦の年の春，奥さんは同じ年- 
の終戦直前まで， 3 年近くにわたって捕われの身となっていたのである。

昭和20年 3 月10日東M下町は大空襲に襲われ，深州の製材所を経営していた私の長兄夫妻と私た： 

ちが可愛がっていた2 人の姪は焼死し，家族を疎開していた次兄だけ# 火傷を負って私の家にこち 

がり込んできた。その数日あとの夕方のことである。捕もれち:ままで消息不明になづていた川田肴 

が奥さみの弟の金弥さんにつき：そわれて突然私の家に現われた。「今釈放されたばかりなんだよj 
という川田君の顔は.瘦せてヒゲぼうぼう，粗末な衣類を着てしょんぽり玄関に立っている6 阿佐 

ヶ谷の金弥氏の家に行ぐところなのだが, 余りひどい姿なので，横浜から丁度途中の私の家に寄っ 

たのちということであった。結局いぐらデッチあげようにも全く事実がないのだから当局もあき 

らめて出したらしい，とにかく顏をそりたい，というので洗面所につれ'T：行くと，力ミソリでガリ 

ガ.リひげをそる•もの.だがら，そったあとに血が.出て再び凄い顔になったこ.とが今でも妙に鮮やかに. 
思い出される。しばらく:して私の二重まわしに身を包んで暗I 、夜道を帰っていった。

数日後，阿佐ヶ谷の金弥さんの家ビ川田君を知る旧友が数名集まった。燈火管制の暗い部屋の中. 
で，われわれは日本の運命ともいうべきものについて語りあった。夜更けて空襲警報が発令され， 

遠くに火の手があがって空を赤く染めた。川崎方面がやられているとわかると，集まった1 人に森： 

五郎君がおり， かれは当時富士電機の労務担当であったが，「これは大変だ/ どうじて‘も行かな,く 

てはならぬj という。 僕と川田君は, 「かけつけても同じだよ， 今晩は約束通りここに泊ってゆ力>■ 
ないか」と止めるのもきかずにァタフタと出ていってしまった。川田君と僕は若い森五郎君が出た. 
あと夜中まで語りあった。その後5 月下旬には三田の義塾も焼け, 1 日おいて北千束の私の家も炼 

け，そして敗戦となったのである。暗い時代の思い出である。

(経済学部教授)

生活構造論おぼえがき
. . .

— ■ - . ' ■

中 鉢 正 _

1 . 2つの生活構造論：

: 2. 2兀論に_おける媒介項

3 . 生活f 造論の歴史性

「職場からの人間疎外，よ く 『職_ 砂漠』などという言葉が使われますように，ま藤から 

も，作業現場からも，人間労働そめもの’がシャットアウトされてしまう。こういう’情況の 

下 で 『勞働の人間的構造』というものを今の時点でどういうふうにとらえるべきか, こ.’れ 

は藤林さんが今日ご健在であったなら，さらに深くこの問題に取り組まれただろうかと思 

うのですが，大変残念なことです。」 .
(大河内一男「藤林敬三博士の人と学問」三田評論，第707号, 昭和46年 8 月，43頁より）

「生活構造j ということばが，広ぃ意味での経済学，具体的には労働問題や社会政策の経済学的 

分析に関連して用ぃられるようになったのは，昭和恐慌から第2 次大戦中にぃたる間の，ぃわゆる 

国民生活研究の展開過程〖こおぃてであったとぃうことができる。管理通貨制度と物価•賃金の統制 

を背景に，経済成長を犠牲として強行された軍需産業を中心とする重化学工業化は，国民諸階層の. へ ■. . . . し.- ' ; . -
生活に極度の庄迫を加えることなしには，その産業構造変化に対応する勞働カ配置の再構成を達成 

しえなかった。この，総体としての労働’力配置に現われてくる庄迫の諸側面を,ただ単に統計的諸 

祺実の併列に終らせることなく，その総体を構成Lてぃる個々め労働者生活につぃて，統一的かつ 

典型的に画き出すとともに，その庄迫に対抗する組織的手段をすべて剝奪されながらも，なおぃわ 

ゆる庶民の叙智によってこれに耐えてI 、る姿をあきらかにしようとしたところに,当時め生活構造
. . ' ( 注i >

論の発端における志を読みとることができよう。 ,
■ .  ̂ . * _

戦後ば昭和20年代の前半における最低賃金論争，その後半における賃勞働の封建性論争等に関述 

注（1 ) 永野順造「国民生活の分析j 昭和13年。
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